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１．はじめに  

 本稿では，交通量約 10 万台/日という重交通路線上での多

軸式特殊台車を用いた一括架設について紹介する． 

２．工事概要 

 本工事は，高速道路部が地下の函体構造で，一般道が橋梁

構造で重交通路線と立体交差することから，地下構造物の上

に橋梁が載るといった特殊な構造形式となっている（図-１）．

重交通路線を交差する P2～P3 径間は，函体の影響を考慮した

うえで，多軸式特殊台車による水平スライド架設工法を採用

した． 

３．橋梁概要 

本橋の全体一般図を図-2に示す． 

構造形式 ：鋼 4径間連続非合成箱桁橋 

橋  長 ：(外回り・内回り)298.0ｍ 

主な特徴は，最大桁高 6ｍで箱幅が 10ｍを超える大断面箱桁であり，床版形式は鋼コンクリート合成床版を

採用している． 

図-1 掘割と上下部工の関係 
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図-2 全体一般図

P4P3P2

4
70
0

47
00

4
7
00

47
00

25
0
0

150
850

75
925

鋼４径間連続非合成箱桁橋　297775(外回り 298024)
73000(外回り 73061) 115000(外回り 115096) 69000(外回り 69058)

A2-OFF

39000(外回り 39004)

3000

4
61
4

3000

46
4
0

F
EF

4
1
40

3000

4
13
0

3000

A1

FE

P1

橋長　298000

5500

68
30250090
0
8

29
00

60
00

6
0
00

2
9
00

2
9
0029
00

2
90
0 5.00%

29
0
00.986%

2

CL

（内回り）（外回り）

P2断面

（松戸OFF） （松戸ON）

CL

（外回り） （内回り）（外回り）

A1断面

5000.2

2
9
0
0

4000.1 4000.1

2000 2000

2500.1
2500.1

40004000

50002000 2000

2500 2500

2
9
0
0

576.3 90005009000.2

5008000.2500 500 5008000

IN-CL

合成床版厚 t=240mm

アスファルト舗装厚 t=80mm OUT-CL

合成床版厚 t=240mm

アスファルト舗装厚 t=80mm

2.00%2.00% 2
5
0

PH

2
5
0

PH

500

500

4000

10140.3

2128.6 4011.7

500.8

2
5
0

PH

2.00%

アスファルト舗装厚 t=80mm

合成床版厚 t=240mm

2
5
0

OUT-CL松戸OFF

12750500

500

4000

50011750

5625 2125

2
5
0

PH

合成床版厚 t=240mm

アスファルト舗装厚 t=80mm

IN-CL

松戸ON

2.00%

4633.6

2500

20002504.2

2133.6

2000

11141.2

6
0
0
0

87502000 2000

37502500 2500

6
0
0
0

（外回り）

P3断面
（内回り）（松戸OFF） （松戸ON）CL

500

500

16713.2

4000

500.3 5503.1
500.3

500 8000

3126.7 2376.3 4000

6503.6 1209.6 9000

2
5
0

PH

2.00%

OUT-CL

合成床版厚 t=240mm

アスファルト舗装厚 t=80mm

2
5
0

2
5
0

ファルト舗装厚 t=80mm

成床版厚 t=240mm

2
5
0

2.00%

5
6
4
6
.
5

松戸OFF

15621500

500

4000

50214619

7515.6 3103.4

IN-CL 松戸ON

2
5
0

2
5
0

2.00%

PH

合成床版厚 t=240mm

アスファルト舗装厚 t=80mm

6
0
0
0

5
8
4
3

25002500

5210.7

1250.7
1250.7

20002501.4 50002001.1

6
0
0
0

5000

2500 2500

4102.92000 2510

1255
1255

2008.1

土木学会第73回年次学術講演会(平成30年8月)

 

-219-

Ⅰ-110

 



４．架設計画および課題と対策 

（１）架設計画 

架設は，A1～P2 間および P3～P4 間を 500

ｔオールテレーンクレーンにて架設し，重交

通路線を跨ぐ P2～P3 間は，48 軸車×2 台構成

の多軸式特殊台車を用いて一括架設する計画

とした．P2～P3 間の多軸式特殊台車による架

設ステップを図-3に示す． 

（２）P2～P3 間の架設における課題と対策 

重交通路線上の架設となるため，主として

以下の課題に対する対策が求められた． 

１）重交通路線の通行止め時間の短縮 

通行止め時間短縮のため，以下の対策を施

した． 

①合成床版（鋼製型枠含む）の搭載 

②多軸式特殊台車のリフトアップ量を 1ｍ

に設定 

③フェールセーフ機能としてのセッティン

グビーム設置による通行止め解除時の確

実な安全確保（連結は，現場溶接からボ

ルト連結に変更し，必要本数のボルト連

結を実施） 

２）一括架設の確実な施工 

確実な施工のため，作業性向上に繋がる下記の対策を実施

した． 

①3 次元立体骨組みモデルによる架設ステップ解析の実施

（2.9ｍ～6ｍの桁高変化による骨組軸のアーチ状変化を

解析モデルで表現し，より近い実挙動を再現） 

②水平スライド架設の方向を考慮した桁ジョイントの平面

角度とジョイント位置の設定 

③ウェブの大ブロックジョイント角度を 3％逆ハの字に設

定し，水平スライドの作業性を向上（1ｍのリフトアップ

で 30ｍｍのワーキングスペースが確保可能） 

④A1～P2 間桁の 100ｍｍセットバックによるワーキングス

ペースの確保 

⑤固定支承に滑り構造を設置して、支承の仮可動化 

５．まとめ  

 一括架設は，平成 29年 2 月に無事完了し，目標とした交通

規制への影響を極力回避することができた（写真-1，写真-2）．

また，工事全体も，平成 29 年 12 月末に無事竣工を迎えるこ

とができた．最後に，地域の方々，工事関係者に多大なご協

力を頂いたことにこの場を御借りして感謝致します。 

図-3 施工ステップ（P2～P3 間） 
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写真-1 一括架設状況

写真-2 架設完了 
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